
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年7月1日 
第 71号 

(毎月１日発行) 
中津川市 
山口総合事務所 
(0573)75－2126 

一
地
区
で
毎
年
開
校
し
て
お
り
、
来
年
3

月
ま
で
の
期
間
で
参
加
、
体
験
、
実
践
を

通
し
て
交
通
安
全
教
育
が
行
わ
れ
ま
す
。 

開
校
式
で
は
大
山
市
長
、
安
田
警
察
署

長
臨
席
の
な
か
、
学
生
会
長
に
山
口
老
人

ク
ラ
ブ
園
原
文
平
会
長
が
任
命
さ
れ
ま
し 

た
。
ま
た
土
屋
達
雄
副
学
生
会
長
は
「
交

通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
若
者
と
連
携

し
、
助
け
合
い
の
な
か
で
悲
惨
な
交
通
事

故
を
無
く
す
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。 

開
校
式
後
、
市
交
通
安
全
指
導
員
に
よ

る
講
義
を
約
70
名
の
学
生
の
皆
さ
ん
が

熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。 

 

の
任
期
の
新
た
な
設
定
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
4
つ
の
部
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

馬
籠
地
推
協
の
総
会
は
馬
籠
地
域
区

長
会
と
の
合
同
で
、
6
月
5
日
（
日
）

に
馬
籠
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
長
に
大
脇
眞
さ
ん
（
町
3

町
内
会
）
を
再
選
し
、
23
年
度
の
市
へ
の

要
望
事
頄
、
中
京
学
院
大
学
と
進
め
る
「
馬

籠
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
行
動
計
画
」
な
ど
を
承

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
関
係
課
か
ら

事
業
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

山
口
・
馬
籠
で 

地
域
づ
く
り
総
会
を
開
催 

6
月
12
日
（
日
）
馬
籠
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
市
内
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

21
チ
ー
ム
に
よ
る
「
中
津
川
市
消
防
協
会

操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は 

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
競
技
で
、
山

口
地
区
か
ら
は
山
口
分
団
2
部
が
出
場
、

結
果
は
20
位
（
優
勝
坂
下
分
団
第
1
部
） 

で
し
た
が
、
大
会
ま
で
の
間
、
山
口
分
団

が
一
体
と
な
り
夜
間
に
練
習
を
重
ね
、
技

術
の
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。 

先
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
最
近
は

災
害
も
大
規
模
化
し
、
消
防
団
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
消
防
団
を
み
ん
な

で
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
津
川
市
消
防
協
会 

操
法
大
会
開
催 

山
口
地
域
で
高
齢
者
交
通
安
全 

大
学
校
が
開
校 

山
口
地
域
と
馬
籠
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
以
下
地
推
協
）

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
地
推
協
と
も

に
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
、
新
し
い
陣

容
で
23
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

山
口
地
推
協
は
5
月
14
日
（
土
）
に

山
口
公
民
館
で
総
会
を
開
催
し
、
会
長
に

楯
政
彰
さ
ん
（
第
9
町
内
会
）
を
再
選
し

ま
し
た
。
23
年
度
か
ら
取
り
組
む
尐
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
資
源
回

収
、
委
員
が
総
替
わ
り
に
な
ら
な
い
た
め 

6
月
19
日
（
日
）
馬
籠
地
域
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
が
馬
籠
ふ
る
さ
と

学
校
と
旧
み
さ
か
幼
稚
園
の
環
境
整
備
作

業
を
行
い
ま
し
た
。 

蒸
し
暑
さ
を
感
じ
る
中
で
集
ま
っ
た
80

余
名
の
み
な
さ
ん
は
、
二
手
に
分
か
れ
敷

地
内
の
草
刈
り
や
建
物
清
掃
、
学
校
外
壁

木
部
の
防
腐
剤
塗
布
、
駐
車
場
の
白
線
引

き
直
し
に
と
精
を
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

山
口
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
高
齢
者
交

通
安
全
大
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。 

こ
の
大
学
校
は
中
津
川
警
察
署
管
内
の 

ふ
る
さ
と
学
校
等
の
作
業
実
施 

お
疲
れ
様
で
し
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5
月
23
日
に
１
年
生
の
家
庭
科
で
Ｊ
Ａ
東

美
濃
か
ら
講
師
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
郷

土
料
理
で
あ
る
「
か
ら
す
み
」
作
り
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

粉
に
砂
糖
を
加
え
て
こ
ね
る
と
き
、
最
初
は

や
わ
ら
か
か
っ
た
の
が
だ
ん
だ
ん
固
く
な
っ

て
、
練
る
の
が
大
変
に
な
り
ま
し
た
。
男
子
の

力
の
強
い
子
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し

て
頑
張
っ
て
こ
ね
て
、
型
に
入
れ
て
蒸
し
て
、

お
い
し
い
か
ら
す
み
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

6
月
に
も
講
師
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
2
年
生
が
か
ら
す
み
作
り
を
教
え
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。 

今
年
も
「
緑
の
募
金
」
を
実
施
し
、
山
口
地
区
全

体
で
５
５
＊
９
０
０
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
募
金
は
岐
阜
県
緑
化
推
進
員
会
緑
の
募
金

で
ま
と
め
ら
れ
、
公
共
施
設
な
ど
の
植
樹
用
苗
木
や

緑
化
推
進
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。 

 緑
の
募
金
に
つ
い
て(

お
礼) 

 

 
  梅雨に入って農地等の草刈が大変な季節となってきました。 

晴れ間には里山に煙がたなびく光景が見受けられますが、野焼きは、廃棄物処理法により一部の例外を

除いて禁止となっているのをご存知でしょうか。 

法令で定める例外として認められている行為は、一般家庭においては下表のとおりですが、例外といえ

どもゴミは燃やして処理しないことが原則であり、近所の方から煙による苦情などがあった場合は指導の

対象となりますので、適切な対応をお願いします。 

野焼きの例外 具体的な例 

風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な

廃棄物の焼却 

正月の「しめ縄、門松等」を焚く行事塔婆の供

養焼却 

農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないもの

として行われる廃棄物の焼却 

焼き畑、畔の草及び下枝の焼却 

たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃

棄物の焼却であって軽微なもの 

落ち葉焚き、たき火、キャンプファイヤー 

【例外の範囲内で行う場合の注意】 

・よく乾燥させ、一度に大量を焼却しない。 

・生活ゴミ（紙、ビニール、プラスチック、ゴム類）を一緒に燃やさない。 

・風向きや時間帯を考慮し、周辺住民の方の迷惑にならないよう十分注意する。 

・消火用の水などを用意するとともに焼却したまま放置しない。 

・消防署への「火災と紛らわしい行為」の届出をする。（電話でも可  【消防本部予防課 ６６－１１１９】） 

※草・剪定枝などが大量に出て、燃えるゴミに出すことが困難な場合、指定ゴミ袋に入れずに環境センターに直接搬入 

することも可能です。（事前予約が必要です。【環境センター ６２－００８５】） 

 

被
災
さ
れ
た
方
の
尐
し
で
も
お
力
に
な
り
た
い

と
、
区
長
会
連
合
会
が
呼
び
か
け
た
災
害
義
援
金
に

つ
い
て
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
山
口
地
区
全
体
で

３
４
３
＊
５
０
０
円
の
ご
厚
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
義
援
金
は
市
の
対
策
本
部
を
通
じ
被
災
地

へ
送
ら
れ
ま
す
。 

節電にご協力ください。 

一人ひとりの少しずつの取り組みが、 

大きな効果につながります。 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て(

お
礼) 

 

 坂
下
中
学
校
で
「
か
ら
す
み
」
づ
く
り 

 

 

野焼きは原則禁止されています 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6
月
6
日
、
馬
籠
ふ
れ
あ
い
広
場
ス

テ
ー
ジ
に
て
、
山
口
地
域
自
主
防
災
連
合

会
と
馬
籠
自
主
防
災
隊
「
馬
籠
の
め
組
」

合
同
に
よ
り
家
具
転
倒
防
止
施
工
研
修
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

各
町
内
会
の
防
災
担
当
や
自
身
で
施
工

を
考
え
て
い
る
住
民
な
ど
20
名
が
集
ま

り
、
防
災
士
の
鈴
木
欽
三
さ
ん
（
第
12
）、

園
原
智
さ
ん
（
第
6
）
か
ら
家
具
転
倒
防

止
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
後
、
す
で
に

20
件
以
上
施
工
経
験
の
あ
る
斉
藤
哲
朗

さ
ん
（
上
の
原
）
と
鈴
木
喜
和
さ
ん
（
荒

町
3
）
を
講
師
に
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

転
倒
防
止
金
具
を
使
用
し
て
、
実
際
に

家
具
を
壁
や
床
の
モ
デ
ル
に
固
定
し
な
が

ら
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
も
工
具
を
使

っ
て
実
際
の
取
り
付
け
を
体
験
し
ま
し

た
。 

6
月
1
日
（
水
）、
あ
い
さ
つ
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
小
学
校
校
門
前

で
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
尐
年
健
全
育

成
、
警
察
な
ど
の
関
係
者
が
、
登
校
す
る

子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
に
子
ど
も
も
大
人
も
傘
を
差

し
な
が
ら
の
登
校
風
景
に
な
り
ま
し
た

が
、
元
気
よ
く
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
も

毎
月
最
初
の
登
校
日
（
8
月
を
除
く
）
に

運
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
日
頃
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
ど
も
へ
の
あ
い

さ
つ
や
声
が
け
が
大
切
で
す
。
地
域
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
し
ょ
う
。 

東
日
本
大
震
災
で
は
改
め
て
地
震
の
怖

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

中
津
川
市
は
、
県
内
で
唯
一
「
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
」
で
大
き
な
被
害
の

発
生
が
考
え
ら
れ
る
地
域
と
し
て
、「
地
震

防
災
対
策
強
化
地
域
」
と
「
推
進
地
域
」

の
両
方
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
、「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
」

は
、
こ
れ
ま
で
お
よ
そ
100
年
～
150
年
周

期
で
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
150
年
以
上
発
生
し
て
お
ら
ず
、
い

つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

い
つ
か
必
ず
来
る
地
震
に
備
え
る
た

め
、
や
さ
か
乳
幼
児
学
級
主
催
に
よ
り
防

災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 日
時 

7
月
14
日
（
木
） 

 
 
 

午
前
10
時
20
分
～
11
時
20
分 

場
所 

坂
下
公
民
館 

講
師 

防
災
士 

吉
村
輝
雄
さ
ん 

対
象
は
乳
幼
児
、
幼
稚
園
の
保
護
者
で

す
が
、
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
も
で
き
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

や
さ
か
地
区
各
公
民
館 

山
口
公
民
館 

75-

3

1

5

8 

坂
下
公
民
館 
75-

3

1

1

5 

6
月
17
日
（
金
）
～
19
日
（
日
）
の

３
日
間
、
馬
籠
の
島
田
公
園
で
第
6
回
ホ

タ
ル
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

17
日
の
開
会
式
は
雨
天
に
も
関
わ
ら

ず
、
大
勢
の
来
賓
参
加
の
な
か
「
黎
明
太

鼓
馬
籠
衆
」
の
太
鼓
演
奏
や
売
店
、
神
坂

小
学
校
児
童
の
ホ
タ
ル
の
学
習
発
表
、
笛

の
演
奏
な
ど
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 闇

の
中
を
ほ
の
か
に
舞
う
光
が
馬
籠
の

風
物
詩
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

や
さ
か
乳
幼
児
学
級
主
催
に
よ
る 

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す 

幻
想
的
な
光
の
舞  

馬
籠
の
ホ
タ
ル
ま
つ
り 

 

あ
い
さ
つ
運
動
！ 

子
ど
も
へ
の
声
か
け
を
！ 

馬
籠
ふ
れ
あ
い
広
場
で 

家
具
転
倒
防
止
研
修
会
を
開
催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日・曜日 ゴミ 行  事 

1 金   

2 土   

3 日   

4 月 可燃 移動教育委員会（神坂・落合 ・ニ中校区） 

【健康福祉会館】19:00 

5 火  リハビリ教室【山口公】1３:30 

6 水 丌燃 2歳児歯科健診・相談【あおぞら】13:00 

7 木 可燃 成人健診（胃・大腸・前立腺・肝炎 

【山口公】8:30 

8 金  ふれあい教室【上の原集会所】10:00 

ふれあい教室【峠研修ｾﾝﾀ  ー  】13:30 

行政相談【山口公】10:00 

9 土   

10 日   

11 月 可燃 交安協山口支部街頭指導日 

12 火  リハビリ教室【山口公】1３:30 

13 水  ふれあい教室【4区集会所】13:30 

14 木 可燃 ふれあい教室【6区集会所】13:30 

ＢＣＧ三種混合【あおぞら】13:50 

やさか乳幼児学級【坂下公】10:20 

移動教育委員会（やさか校区） 

【山口公】19:00 

15 金   

日・曜日 ゴミ 行  事 

16 土   

17 日   

18 月 可燃  

19 火  乳幼児なんでも相談【山口公】9:45 

20 水  交安協山口支部街頭指導日 

１歳児相談・離乳完了期栄養相談 

【あおぞら】9:30 

６か月児相談【あおぞら】13:00 

21 木 可燃  

 

22 金    

23 土   

24 日   

25 月 資源 

硬質 

可燃 

 

26 火  リハビリ教室【山口公】1３:30 

ふれあい教室【5区集会所】13:30 

27 水 有害 日本脳炎【あおぞら】13:30 

28 木 可燃  

29 金   

30 土   

31 日   

【山口公】山口公民館  【坂下体育館】坂下総合体育館  【あおぞら】坂下健康福祉会館「あおぞら」☎70-1016 

山口地区の 
人口と世帯 
(6月1日現在) 

人口    1,896人 
(前月比 +2) 
男        913 人 
女       983 人 
世帯 …  655世帯 

 
 
 
 
 

運動の重点目標 

○ 子どもと高齢者の交通事故防止 

○ 飲酒運転の根絶 

○ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

夏は 

・開放感からの無謀運転 

・夏休みを迎え、屋外で活動する子どもの増加 

・日中の暑さを避けて、朝夕に活動する高齢者の増加 

・夏休みを利用した行楽地等への運転機会の増加・暑さからの疲労による過労運転 

などにより、交通事故の多発が懸念される季節です。 

一人ひとりが気をつけ事故防止に努めましょう。 

  

 

夏の交通安全県民運動 

７月１１日（月）～７月２０日（水）まで実施されます。 


